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本実験➀

本実験➁

まとめ

ゼミ論テーマ決め

ゼミ論の実験計画➀

分野 専門理論

科目名
講師名

実務経験
パーソナルトレーナゼミ

照屋博康

実務内容

講義形態 講義 必修・選択の別 必修

2年 後期 単位数 1 単位

提出物（レポート） その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

履修上の注意 積極的に取り組むこと

備考

評価方法
筆記試験 小テスト 出席率 実技（実習）

授業態度

テキスト

参考文献

第１３回

第１４回

第１５回

ゼミ論の本実験➁

データ整理と考察

ゼミ論発表

第１０回

第１１回

第１２回

ゼミ論の実験計画➁

ゼミ論の予備実験

ゼミ論の本実験➀

第７回

第８回

第９回

第４回

第５回

第６回

予備実験　：　フォームローラーを用いた実験

第１回

第２回

第３回

オリエンテーション

実験計画を立てる➀　テーマ：柔軟性とパフォーマンス

実験計画を立てる➁　基礎知識の整理：先行研究の調査

授業概要
今までの学問を活かして、自然科学、スポーツ科学の分野を研究し、その事象について比較検討
して考察する。そのアプローチ方法や実験計画の作り方などを習得する。

到達目標
今までの知識を用いて、スポーツ科学や自然科学の研究結果にたいして、さまざまな知識や情報
を活用して考察し、現場に応用できる能力を習得する

回数 講義計画

開講時期

講義計画（シラバス）

学科・コース名 スポーツトレーナー 学科 パーソナルトレーナー コース

履正社国際医療スポーツ専門学校
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履修上の注意

備考

テキスト

参考文献 理論と実践スポーツ栄養学

評価方法
筆記試験 小テスト 出席率 実技（実習）

授業態度 提出物（レポート） その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

第１３回 栄養指導媒体の作成

第１４回 栄養面談のシミュレーション

第１５回 総復習

第１０回 ジュニア期とシニア期の栄養

第１１回 水分摂取について

第１２回 消化のしくみ

第７回 増量と減量

第８回 貧血と疲労骨折

第９回 女性アスリートの栄養障害

第４回 エネルギー消費量と必要量

第５回 食事とサプリメント

第６回 試合前後の食事

第１回 3大栄養素の復習

第２回 3大栄養素の復習

第３回 エネルギー代謝とは

授業概要

スポーツ栄養学Ⅰで学んだ栄養学の基本を生かし、身体のしくみを理解することで栄養と身体の
関連の理解を高める。
また栄養の必要量を個人レベルで考えることと、過不足による栄養障害など、生涯を通して栄養が
もたらす重要性を理解し、学んだ内容が生活に活かせるように落とし込む。

到達目標
トレーニング効果を高める食事とは何か？スポーツ活動における栄養の役割を理解し、各スポーツ
種目のパフォーマンスアップに必要な栄養素、摂取方法、期分けについて理解し、現場で活用する
力を習得する。

回数 講義計画

実務内容

講義形態 講義 必修・選択の別 必修 分野 専門理論

科目名 スポーツ栄養学Ⅱ
講師名 上萩　環

実務経験

2年 前期 単位数 1 単位

講義計画（シラバス）

学科・コース名 スポーツトレーナー 学科 パーソナルトレーナー コース 開講時期

履正社国際医療スポーツ専門学校
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履修上の注意

備考

テキスト

参考文献

評価方法
筆記試験 小テスト 出席率 実技（実習）
授業態度 提出物（レポート） その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

第１３回 スポーツの現場と保険

第１４回 まとめ

第１５回 まとめ

第１０回 スポーツクラブ・スポーツセンターの機能と役割②

第１１回 事業計画と管理①

第１２回 事業計画と管理②

第７回 マーケティングの手法③

第８回 マーケティングの手法④

第９回 スポーツクラブ・スポーツセンターの機能と役割①

第４回 組織の運営と管理②

第５回 マーケティングの手法①

第６回 マーケティングの手法②

第１回 日本におけるスポーツの役割

第２回 スポーツと行政

第３回 組織の運営と管理①

授業概要

学生１人１人が目指す職業を明確にしたうえで、スポーツの成り立ちから現代社会におけるスポー
ツの役割を理解させる。
出来るだけ最新の情報を活用し、就職してから役立つ知識を身に付けることを目的とする。
最終的にはスポーツ産業に従事するためのモチベーションを高め、意識の高い社会体育指導者を
育成する

到達目標
日本におけるスポーツの役割と行政の動きを理解し、スポーツ産業を取り巻く提供事業の経営の
あり方とマネジメントを現場の状況から多角的に考察する力を養うことを目標とする

回数 講義計画

○
実務内容 スポーツ関連企業でインストラクターとして指導

講義形態 講義 必修・選択の別 必修 分野 専門理論

科目名 スポーツマーケティング論
講師名 梅原　哲朗
実務経験

2年 後期 単位数 1 単位

講義計画（シラバス）

学科・コース名 スポーツトレーナー 学科 パーソナルトレーナー コース 開講時期

履正社国際医療スポーツ専門学校
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講義計画（シラバス）

学科・コース名 スポーツトレーナー 学科 パーソナルトレーナー コース 開講時期 2年 前期 単位数 1 単位

〇

実務内容 フィットネスクラブにてメニュー管理、指導

講義形態 講義 必修・選択の別 必修 分野 専門理論

科目名 体力測定評価法
講師名 尾﨑　大輝

実務経験

授業概要
測定・評価の意義を理解し、スポーツ現場やリハビリの現場で効果的な測定・評価が実施できる基
礎知識を学ぶ。

到達目標
筋力、柔軟性、関節動揺弛緩性、ｱﾗｲﾒﾝﾄ、身体組成の測定方法・評価方法の手順を理解する。ま
た整形外科的、内科的メディカルチェックを基に統計分析しフィードバックできる力を身につける

回数 講義計画

第１回 総論　測定・評価の意義

第２回 総論　測定・評価、ＦＢの基礎知識

第３回 各論　筋力：測定の意義、筋張力の基礎知識

第４回 各論　筋力：測定、評価・分析

第５回 各論　柔軟性：測定の意義、測定

第６回 各論　関節動揺性&弛緩性：測定の意義、測定

第７回 各論　アライメント：測定の意義、測定

第８回 各論　身体組成：測定の意義、各種測定

第９回 各論　整形外科的メディカルチェック

第１０回 各論　内科的メディカルチェック

第１１回 各論　健康診断結果と見方

第１２回 各論　血液検査の見方

第１３回 メディカルチェック作成

第１４回 カウンセリングについて

第１５回 体力測定評価法　総復習

履修上の注意

備考

テキスト

参考文献
測定と評価　（ブックハウスＨＤ）
体力テストの方法と活用　（日本スポーツ協会）

評価方法
筆記試験 小テスト 出席率 実技（実習）

授業態度 提出物（レポート） その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

履正社国際医療スポーツ専門学校
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講義計画（シラバス）

学科・コース名 スポーツトレーナー 学科 パーソナルトレーナー コース 開講時期 2年 前期 単位数 1 単位

実務内容

講義形態 講義 必修・選択の別 必修 分野 専門理論

科目名 生涯健康論
講師名 藤田　和樹

実務経験

授業概要
本講義では、「メタボリックシンドローム」「ロコモティブシンドローム」を
はじめとした様々な生活習慣病を知り、各疾患に対する特徴の詳細を学ぶ事を目的とする。

到達目標
中年期における生活習慣病予防、高齢期における介護予防（老年症候群予防）などに関連する知
識を深め、健康増進施設での様々な症例に対応できる力を養うことを目標とする

回数 講義計画

第１回 ガイダンスと健康管理概論　~　総論　~

第２回 健康の定義と健康づくりの必要性

第３回 ﾒﾀﾎﾞﾘｯｸｼﾝﾄﾞﾛｰﾑ･ﾛｺﾓﾃｨﾌﾞｼﾝﾄﾞﾛｰﾑとは

第４回 内分泌系　‐ホルモン‐仕組み①

第５回 内分泌系　‐ホルモン‐仕組み②

第６回 突然死の種類と特徴‐動脈硬化‐

第７回 肥満症のメカニズム

第８回 肥満症の特徴と評価

第９回 糖尿病のメカニズム

第１０回 糖尿病の特徴と評価

第１１回 脂質異常症　‐血中の脂質の特徴‐

第１２回 高血圧のメカニズム

第１３回 高血圧の特徴と評価

第１４回 老化と骨粗鬆症

第１５回 まとめ

履修上の注意

備考

テキスト 運動生理学の基礎と発展

参考文献 運動生理学20講、生理学テキスト、病気が見えるシリーズ、STEP内科

評価方法
筆記試験 小テスト 出席率 実技（実習）

授業態度 提出物（レポート） その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

履正社国際医療スポーツ専門学校
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履修上の注意

備考

テキスト 運動生理学の基礎と発展(フリースペース)　※運動生理学と生涯健康論のノートも必要

参考文献
運動生理学20講(朝倉書店)･運動処方マニュアル(文光堂)･筋骨格系のキネシオロジー(医歯薬出
版)・健康スポーツ科学講義(杏林書店)

評価方法
筆記試験 小テスト 出席率 実技（実習）

授業態度 提出物（レポート） その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

第１３回 高齢者に対する運動処方　①

第１４回 高齢者に対する運動処方　②

第１５回 まとめ

第１０回 2型糖尿病に対する運動処方

第１１回 発育発達に伴う運動処方　①

第１２回 発育発達に伴う運動処方　②

第７回 様々な代謝計算式と算出方法　①

第８回 様々な代謝計算式と算出方法　②

第９回 1型糖尿病に対する運動処方

第４回 メタボリックシンドロームと運動処方

第５回 肥満症に対する運動処方　基礎

第６回 肥満症に対する運動処方　応用

第１回 ガイダンスと運動処方論の概論と基礎

第２回 運動強度と内分泌の変動　基礎

第３回 運動強度と内分泌の変動　応用

授業概要
本講義は、運動処方とは何なのかを理解すると共に、前期に開講した「生涯健康論」に基づき、各
疾患に対する運動処方の理論を習得する。
さらに、生理学的な理論ばかりでなく、基礎運動学の理論にまでアプローチする。

到達目標
生活習慣病，メタボリックシンドローム，ロコモティブシンドローム，認知機能向上に対する適切な運
動療法について実践できる力を養うことを目標とする

回数 講義計画

実務内容

講義形態 講義 必修・選択の別 必修 分野 専門理論

科目名 運動処方論
講師名 照屋　博康

実務経験

2年 後期 単位数 1 単位

講義計画（シラバス）

学科・コース名 スポーツトレーナー 学科 パーソナルトレーナー コース 開講時期

履正社国際医療スポーツ専門学校
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履修上の注意

備考

テキスト スポーツバイオメカニクス(はじめて学ぶ・健康スポーツ科学ｼﾘｰｽﾞ)　化学同人

参考文献

評価方法
筆記試験 小テスト 出席率 実技（実習）

授業態度 提出物（レポート） その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

第１３回 パフォーマンスを知る④：跳躍/弾性エネルギー

第１４回 総復習

第１５回 まとめ

第１０回 パフォーマンスを知る①：投げる/転がす

第１１回 パフォーマンスを知る②：歩く/走る

第１２回 パフォーマンスを知る③：止まる/打つ

第７回 力学の応用①：力とてこ

第８回 力学の応用②：回転運動

第９回 筋力トレーニングへの応用：CKC・OKC

第４回 力学の基礎③：姿勢の安定性

第５回 力学の基礎④：運動量と力積

第６回 力学の基礎⑤：仕事と仕事量/力学的エネルギー

第１回 スポーツバイオメカニクス概論

第２回 力学の基礎①：慣性の法則と運動方程式　

第３回 力学の基礎②：作用反作用とベクトル/スカラー

授業概要
運動指導を志す者として身体運動の内容を計画して提供するだけでなく、運動中の安全性や得ら
れる効果を予測しなくてはならない。本授業は、バイオメカニクスの基礎学問の「力学」の理解だけ
でなく、動作を観て、考え、予測できるようになることを目的とする。

到達目標

身体運動の観察に必要となる基礎知識(力学・生理学)を学び、運動の観察方法についての理解を
深める。また、歩行・走・ストップ・方向転換・跳躍といった、基本的な身体運動について一般的な動
作やスポーツ活動の動作の特徴、主要な関節運動の特徴についての理解を深めることを目標とす
る

回数 講義計画

実務内容

講義形態 講義 必修・選択の別 必修 分野 専門理論

科目名 バイオメカニクス
講師名 照屋　博康

実務経験

2年 前期 単位数 1 単位

講義計画（シラバス）

学科・コース名 スポーツトレーナー 学科 パーソナルトレーナー コース 開講時期

履正社国際医療スポーツ専門学校
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履修上の注意 1回目の授業で伝える

備考

テキスト 特になし

参考文献 特になし

評価方法
筆記試験 小テスト 出席率 実技（実習）

授業態度 提出物（レポート） 　その他　（　）

第１３回 サービス内容発表1

第１４回 サービス内容発表2・テスト対策

第１５回 まとめ

第１０回 事例　フリーインストラクター（河合インストラクター）

第１１回 事例　プライベート商品開発

第１２回 事例　パーソナルジム

第７回 視覚的ブランディング（ロゴ・デザイン）

第８回 事例　パーソナルトレーナー　（桃原トレーナー）

第９回 事例　パーソナルトレーナー　（月原トレーナー）

第４回 STP戦略・4P戦略

第５回 キャッチコピー

第６回 SNSマーケティング

第１回 オリエンテーション - ブランディングの基礎・ブランディングとは

第２回 ブランディングが必要なわけ

第３回 SWOT分析

授業概要
スポーツのブランドが持つ価値とその形成プロセスを理解し、実際にブランド構築に必要な考え方
やスキルを身につける

到達目標 将来的にスポーツ業界でブランド価値を創造・向上させる力をつけることを目指す

回数 講義計画

実務内容

講義形態 講義 必修・選択の別 選択 分野 一般

科目名 ブランディング論
講師名 中川一希

実務経験

2年 前期 単位数 1 単位

講義計画（シラバス）

学科・コース名 スポーツトレーナー 学科 パーソナルトレーナー コース 開講時期

履正社国際医療スポーツ専門学校
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履修上の注意

備考

参考文献 実践PTノート

評価方法
筆記試験 小テスト 出席率 実技（実習）

授業態度 提出物（レポート） その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

第１５回 総復習 第３０回 総復習

テキスト

第１３回 上腕二頭筋長頭腱炎と評価法 第２８回 総復習

第１４回 肩関節脱臼と評価法 第２９回 総復習

第１１回 グローインペインと評価法 第２６回 動作評価と代償

第１２回 肩関節インピンジメントと評価法 第２７回 総復習

第９回 膝関節靭帯損傷と評価法 第２４回 動作評価と代償

第１０回 大腿部肉離れ・打撲と評価法 第２５回 動作評価と代償

第７回 アキレス腱断裂・アキレス腱炎と評価法 第２２回 動作評価と代償

第８回 腸脛靭帯炎・鵞足炎・膝蓋靭帯炎と評価法 第２３回 動作評価と代償

第５回 足底腱膜炎と評価法 第２０回 動作評価と代償

第６回 シンスプリント・脛骨疲労骨折と評価法 第２１回 動作評価と代償

第３回 腰痛症と評価法3（回旋型） 第１８回 内側上顆炎・外側上顆炎と評価法

第４回 足関節捻挫と評価法 第１９回 離断性骨軟骨炎・腱鞘炎と評価法

第１回 腰痛症と評価法1（伸展型） 第１６回 胸郭出口症候群と評価法

第２回 腰痛症と評価法2（屈曲型） 第１７回 肩こりと評価法

授業概要
現場で頻発する外傷、障害の知識を得るとともに、その評価法を実践する。
傷害の発生原因を知ることで、次の段階であるリハビリテーションをイメージできるようにする。

到達目標
身体の各関節におけるＲＯＭ、ＭＭＴ、SpecialTesｔの基本的手法、流れを学び傷害評価に必要な
手技を習得することを目標とする

回数 講義計画 回数 講義計画

○

実務内容 スポーツ関連企業にてPHIピラティスインストラクターとして指導

講義形態 講義 必修・選択の別 選択 分野 専門理論

2年 通年 単位数 2 単位

科目名 スポーツ傷害評価法
講師名 杉山　匡人

実務経験

講義計画（シラバス）

学科・コース名 スポーツトレーナー 学科 パーソナルトレーナー コース 開講時期

履正社国際医療スポーツ専門学校



〇 〇

〇

履修上の注意

備考

テキスト パーソナルトレーナーの基礎知識（ＮＳＣＡ）

参考文献

評価方法
筆記試験 小テスト 出席率 実技（実習）

授業態度 提出物（レポート） その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

第１３回
栄養に関するﾊﾟｰｿﾅﾙﾄﾚｰﾅｰの役割
パーソナルトレーナーのための心理学

第１４回 法的諸問題

第１５回 総復習

第１０回 体力測定法・測定評価

第１１回 特定のクライアント(妊婦･子ども･高齢者)

第１２回 特定のクライアント(アスリート･整形外科的疾患)

第７回 プログラムプランニング(有酸素持久力TR)

第８回 プログラムプランニング(ﾌﾟﾗｲｵﾒﾄﾘｸｽ･ｽﾋﾟｰﾄﾞﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ)

第９回 クライアントに対する面談と評価

第４回 プログラムデザイン(ﾚｼﾞｽﾀﾝｽTR①)

第５回 プログラムデザイン(ﾚｼﾞｽﾀﾝｽTR②)

第６回 プログラムデザイン(ﾚｼﾞｽﾀﾝｽTR③)

第１回 エクササイズテクニック(ｺｱｴｸｻｻｲｽﾞ①)

第２回 エクササイズテクニック(ｺｱｴｸｻｻｲｽﾞ②)

第３回 エクササイズテクニック(ﾊﾟﾜｰｴｸｻｻｲｽﾞ･補助ｴｸｻｻｲｽﾞ)

授業概要
ＣＰＴ認定試験に向けて各単元に分け○×形式による問題を行う。学生個々の基礎知識レベルを
引き上げ３択問題に柔軟に対応できる力を身につけていく。
各単元の正答率を基に学生個々の苦手分野を抽出し解説を交え対応していく。

到達目標
ＮＳＣＡ－ＣＰＴ認定試験に向けて応用理論に対応できる力を身につけ試験合格につなげることを
目標とする

回数 講義計画

実務内容

講義形態 講義 必修・選択の別 選択 分野 専門理論

科目名 ＣＰＴ試験講座
講師名 尾﨑大輝

実務経験

2年 前期 単位数 1 単位

講義計画（シラバス）

学科・コース名 スポーツトレーナー 学科 パーソナルトレーナー コース 開講時期

履正社国際医療スポーツ専門学校



〇 〇

〇 〇 〇

履修上の注意

備考

テキスト

参考文献 ５L理論・野球動作改革バッティング編・ピッチング編（ジャパンライム株式会社）

評価方法
筆記試験 小テスト 出席率 実技（実習）

授業態度 提出物（レポート） その他　（　　課題発表　　　　　　　　　　　）

第１３回
身体の関連をしる
－部分と全身の関連４－

第１４回 前期まとめ

第１５回 前期まとめ

第１０回
身体の関連をしる
－部分と全身の関連１－

第１１回
身体の関連をしる
－部分と全身の関連２－

第１２回
身体の関連をしる
－部分と全身の関連３－

第７回
身体への影響をみる
－物質としての身体１－

第８回
身体への影響をみる
－物質としての身体２－

第９回
身体への影響をみる
－物質としての身体３－

第４回 運動動作評価と改善法

第５回 基礎バランス調整法（１）

第６回 基礎バランス調整法（２）

第１回 トレーニング科学基礎概論（１）

第２回 トレーニング科学基礎概論（２）

第３回 運動動作と身体バランス

授業概要
動作改善指導に必要な着眼点と考え方を学び指導に応用できるようにします。
動作分析～動作改善はスポーツ障害発生の予防、技術・成績の向上に不可欠でさまざまなトレー
ニング効果を効率的に引き出すことが可能になります。

到達目標 運動動作の基本評価と改善法を理解し実践指導できる基礎知識の習得を目標とします

回数 講義計画

○

実務内容 身体運動塾でトレーナーとして指導

講義形態 実技 必修・選択の別 選択 分野 専門理論

科目名 身体調整法Ⅰ
講師名 田中　典

実務経験

2年 前期 単位数 1 単位

講義計画（シラバス）

学科・コース名 スポーツトレーナー 学科 パーソナルトレーナー コース 開講時期

履正社国際医療スポーツ専門学校



〇 〇 〇 〇

〇 〇

備考

テキスト

参考文献

評価方法
筆記試験 小テスト 出席率

第１４回 授業内容のまとめと復習、テストについて

第１５回 総まとめ

履修上の注意

実技（実習）

授業態度 提出物（レポート） その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

第１１回 臨床栄養学⑥：鉄欠乏性貧血、巨赤芽球性貧血、溶血性貧血、再生不良性貧血、白血病等など

第１２回 スポーツ栄養学①：アスリートの身体組成、ウェイトコントロール、競技特性をふまえた食事

第１３回 スポーツ栄養学②：練習時、合宿中、試合前、試合後等での食事、サプリメント

第８回 臨床栄養学③：胃・食道逆流症、過敏性腸症候群、下痢、便秘、肝炎、など

第９回 臨床栄養学④：急性・慢性腎不全、ネフローゼ症候群、糖尿病腎症、腎尿路結石など

第１０回 臨床栄養学⑤：高血圧症、動脈硬化症、心不全、狭心症、心筋梗塞等など

第５回 乳児期、幼児期、学童期、思春期、成人期、妊娠期、授乳期、更年期、高齢期における栄養

第６回 臨床栄養学①：たんぱく質・エネルギー栄養障害（PEM）、欠乏症と過剰症

第７回 臨床栄養学②：肥満、メタボリックシンドローム、糖尿病、脂質異常症、など

第２回 栄養素の働きと消化吸収①：糖質、脂質、タンパク質の種類、働き、消化吸収

第３回 栄養素の働きと消化吸収②：ビタミン、ミネラル、食物繊維の種類、働き、消化吸収

第４回 エネルギー代謝の測定、エネルギー消費、栄養ケア・マネジメント、栄養アセスメント

到達目標
１．栄養素の働き、消化吸収、代謝について理解できる。
２．病態別の症状、臨床検査値の特徴を理解できる。
３．スポーツ栄養の基礎を理解できる。

回数 講義計画

第１回 イントロダクション：栄養学を学ぶということ、医療やスポーツ現場と栄養

科目名 スポーツ栄養学特講
講師名 上萩　環

実務経験 ○

授業概要

この授業は基礎栄養学、臨床栄養学、スポーツ栄養学の復習および実践的内容を理解することを
目的とする。健康の維持・増進、疾病の予防や治療に不可欠である栄養の役割について吸収と代
謝や成長や発達、ライフステージに応じた栄養ケア・マネジメント、病態別の症状や臨床検査値の
特徴、またスポーツ栄養などについて学ぶ。

実務内容 日本代表チーム（ボート競技）トレーナーとして指導

講義形態 講義 必修・選択の別 選択 分野 専門理論

2年 後期 単位数 1 単位

講義計画（シラバス）

学科・コース名 スポーツトレーナー 学科 パーソナルトレーナー コース 開講時期

履正社国際医療スポーツ専門学校



〇 〇 〇

〇 〇

履修上の注意

備考

参考文献
アスレチックトレーナー専門科目テキスト⑥
ストレングス＆コンディショニングトレーニング-２版-（ＮＳＣＡ）

評価方法
筆記試験 小テスト 出席率 実技（実習）

授業態度 提出物（レポート） その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

第１５回 まとめ 第３０回 まとめ

テキスト

第１３回 プライオメトリックドリル（３） 第２８回 トレーニング計画の実際（６）

第１４回 前期試験（筆記） 第２９回 後期試験（筆記）

第１１回 プライオメトリックドリル（１） 第２６回 トレーニング計画の実際（４）

第１２回 プライオメトリックドリル（２） 第２７回 トレーニング計画の実際（５）

第９回 パワー系トレーニング（２） 第２４回 トレーニング計画の実際（２）

第１０回 パワー系トレーニング（３） 第２５回 トレーニング計画の実際（３）

第７回 トレーニングシステムの応用（５） 第２２回 総合トレーニング（２）

第８回 パワー系トレーニング（１） 第２３回 トレーニング計画の実際（１）

第５回 トレーニングシステムの応用（３） 第２０回 スピードアジリティトレーニング（２）

第６回 トレーニングシステムの応用（４） 第２１回 総合トレーニング（１）

第３回 トレーニングシステムの応用（１） 第１８回 バランストレーニング（３）

第４回 トレーニングシステムの応用（２） 第１９回 スピードアジリティトレーニング（１）

第１回 １年次の復習と動作チェック（１） 第１６回 バランストレーニング（１）

第２回 １年次の復習と動作チェック（２） 第１７回 バランストレーニング（２）

授業概要
１年次の復習と応用を中心に身体機能の向上とクライアントの多様化する目的を達成させるため
に必要なさまざまなトレーニングの実際と指導法を学習します。

到達目標
フリーウェイトにおけるリフティングテクニックを修得する。
目的を達成させるための様々なトレーニングの実際と指導法について学び、ケーススタディでの実
践指導によりアウトプットする力を養うことを目標とする。

回数 講義計画 回数 講義計画

○

実務内容 身体運動塾でトレーナーとして指導

講義形態 実技 必修・選択の別 必修 分野 専門実技

2年 通年 単位数 2 単位

科目名 トレーニング実技Ⅱ
講師名 尾﨑大輝

実務経験

講義計画（シラバス）

学科・コース名 スポーツトレーナー 学科 ライフ・フィットネストレーナー コース 開講時期

履正社国際医療スポーツ専門学校



〇 〇 〇

〇 〇

講義計画（シラバス）

学科・コース名 スポーツトレーナー 学科 パーソナルトレーナー コース 開講時期 2年 後期 単位数 1 単位

○

実務内容 フィットネスクラブにてメニュー管理、指導

講義形態 実技 必修・選択の別 必修 分野 専門実技

科目名 体力測定評価実習
講師名 尾﨑　大輝

実務経験

授業概要
前期で学んだ測定評価の知識をもとに、現場で実践できる各種体力テストや携帯測定をケースス
タディで学ぶ。クライアントに適切な測定項目を選択し、正しい測定方法で評価できる力を養うため
の授業とする

到達目標
スピード・アジリティ・間欠的能力・有酸素能力といったフィールドテストを実践を通して学ぶ。また測
定方法・評価方法を学び統計分析しフィードバックできる力を身につける

回数 講義計画

第１回 フィールドテスト：意義、プログラムデザイン

第２回 評価・分析、フィードバックについて

第３回 測定：ファンクショナルアセスメント

第４回 測定：最大筋力、パワー、筋持久力、柔軟性

第５回 測定：スピード、アジリティ、間欠的能力

第６回 測定：有酸素性能力

第７回 測定：身体組成、形態測定

第８回 測定：姿勢、スポーツ動作の観察・評価・分析

第９回 測定：ストップウォッチと光電管・重心高測定

第１０回

第１１回

第１２回

ケーススタディ：高齢者に対する体力測定・評価、フィードバック

ケーススタディ：アスリートに対する体力測定・評価、フィードバック
第１３回

第１４回 後期総復習、試験対策

第１５回 体力測定評価実習　総復習

テキスト

履修上の注意

備考

参考文献
測定と評価　（ブックハウスＨＤ）
体力テストの方法と活用　（日本スポーツ協会）

評価方法
筆記試験 小テスト 出席率 実技（実習）

授業態度 提出物（レポート） その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

履正社国際医療スポーツ専門学校



〇 〇

〇 〇

講義計画（シラバス）

学科・コース名 スポーツトレーナー 学科 パーソナルトレーナー コース 開講時期 2年 通年 単位数 2 単位

科目名 フィットネスアクティビティ
講師名 杉山　匡人

実務経験

授業概要

前期は1対1で正確に指導が行えるように、解剖学的観点から傷害、プロポーション、運動パフォー
マンスをからめ、それらを踏まえたエクササイズを実践する。後期は実際のケースに沿ってマン
ツーマンレッスン行い、そこから質を落とさないグループレッスンができるよう、指導法、プログラミ
ングを中心に学習する。
エクササイズはピラティスをベースに、ヨガ、その他のボディワークから使用頻度の高いものを抜粋
する

到達目標
ピラティスエクササイズの理論を理解し、まず自分自身が見本を見せられる動きを習得する。その
後、個々のクライアントに対してのプログラミングを学び、指導・コミュニケーションスキルを高めるこ
とを目標とする

回数 講義計画 回数 講義計画

○

実務内容 スポーツ関連企業にてPHIピラティスインストラクターとして指導

講義形態 実技 必修・選択の別 必修 分野 専門実技

第３回 不良姿勢と傷害・改善法 第１８回 ケーススタディ

第４回 マンツーマンキューイング 第１９回 ケーススタディ

第１回 オリエンテーション、ボディワーク概論　　 第１６回 カルテチェック、ケーススタディ

第２回 理想姿勢と不良姿勢評価 第１７回 ケーススタディ

第７回 仰臥位エクササイズ解説・実践 第２２回 グループキューイング

第８回 伏臥位エクササイズ解説・実践 第２３回 グループキューイング

第５回 マンツーマンキューイング 第２０回 小道具を使ったエクササイズ修正法

第６回 アップシリーズエクササイズ解説・実践 第２１回 パーソナルトレーニング実践

第１１回 座位エクササイズ解説・解説・実践 第２６回 グループレッスン指導実践

第１２回 ローリング・立位エクササイズ解説・実践 第２７回 実技テスト

第９回 横臥位エクササイズ解説・実践 第２４回 グループレッスンプログラミング

第１０回 ﾌﾟﾗﾝｸエクササイズ解説・実践 第２５回 グループレッスン指導実践

第１５回 実技テスト・カルテ作成解説 第３０回 実技テスト

テキスト

第１３回 トータルEx復習 第２８回 実技テスト

第１４回 実技テスト 第２９回 実技テスト

履修上の注意

備考

参考文献 ＰＨＩピラティス　ハンドブック

評価方法
筆記試験 小テスト 出席率 実技（実習）

授業態度 提出物（レポート） その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

履正社国際医療スポーツ専門学校
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講義計画（シラバス）

学科・コース名 スポーツトレーナー 学科 パーソナルトレーナー コース 開講時期 2年 後期 単位数 1 単位

○

実務内容 スポーツ関連企業にて、エアロビクス、ヨガ、ダンスを指導

講義形態 実技 必修・選択の別 必修 分野 専門実技

科目名 グループ指導実践
講師名 辻本　智子

実務経験

授業概要

健康づくりや生きがいづくりが定着し、安全かつ効果的にさらに楽しく行うことのできる運動プログラ
ムを提供する指導者として必要な、知識・技術を理解し習得する。また学生自身がプログラムを立
案し、グループで検討・評価しより良い指導を構築し実施練習を繰り返し、健康体力づくりという重
要な課題に貢献できる指導技術を身に付ける。

到達目標
指導現場における多様化されたグループ指導プログラムに対応するための授業であり、グループ
エクササイズ指導に必要なホスピタリティ、リーダーシップを理解し、健常成人・発育・発達期、高齢
期など対象レベルに応じたプログラムの作成、実践力を養うことを目標とする。

回数 講義計画

第１回 ガイダンス：集団に対する指導者の必要性と指導現場の現状

第２回 指導概論：指導現場における多様化された運動プログラムとその目的を理解する

第３回
グループエクササイズのクラス運営
ホスピタリティとリーダーシップを理解

第４回 グループエクササイズ指導者としての動作（基本姿勢、明確な動き）

第５回
グループエクササイズ指導の実際１
指導の循環について理解する

第６回
グループエクササイズ指導の実際２
コミュニケーションスキルの種類と留意点

第７回
グループエクササイズ指導の実際３
動きの学習段階と立ち位置

第８回
プログラム作成手法１（健常成人）
目的、対象レベルに応じたプログラムの検討

第９回
プログラム作成手法２（発育・発達期）
目的、対象レベルに応じたプログラムの検討

第１０回
プログラム作成手法３（高齢期）
目的、対象レベルに応じたプログラムの検討

第１１回 プログラム作成、検討、シュミレーション

第１２回 プログラム作成、検討、シュミレーション

第１３回 プログラムの作成と指導、評価方法

第１４回 プログラムの作成と指導、客観的な評価

第１５回 VTR（30分）自己評価　まとめ

履修上の注意

備考

テキスト 必要に応じて資料を配布する

参考文献
グループエクササイズ指導
公益社団法人　日本フィットネス協会

評価方法
筆記試験 小テスト 出席率 実技（実習）

授業態度 提出物（レポート） その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

履正社国際医療スポーツ専門学校
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講義計画（シラバス）

学科・コース名 スポーツトレーナー 学科 パーソナルトレーナー コース 開講時期 2年 前期 単位数 1 単位

実務内容

講義形態 実技 必修・選択の別 必修 分野 専門基礎

科目名 動作分析理論＆実践(FMS)
講師名 大江信一郎

実務経験

授業概要
FMSの目的を理解し、身体評価を通じて動作パターンの制限を特定し、正しい動作パターンを再構
築する手法を学ぶ。

到達目標
①クライアント個々の動的評価を正確に視診できる能力を習得する。
②動的評価によって抽出されたクライアント個々の問題点に対し、適切なコレクティブエクササイズをプログラ
ムできる能力を習得する。

回数 講義計画

第１回 １年後期パーソナルトレーナー概論振り返り①動作評価に対する問題点抽出方法

第２回 １年後期パーソナルトレーナー概論振り返り②動作問題点に対するｺﾚｸﾃｨﾌﾞｴｸｻｻｲｽﾞ

第３回 ファンクショナル・ムーブメント・スクーリング(FMS)の目的

第４回 OHSQテスト：動作手順・評価ポイント下肢・体幹①

第５回 OHSQテスト：評価ポイント下肢・体幹②　実践評価

第６回 OHSQテスト：動作手順・評価ポイント上肢①

第７回 OHSQテスト：評価ポイント上肢②　実践評価

第８回 SLSQテスト：評価ポイント・実践評価

第９回 DeepSQテスト：評価ポイント・実践評価

第１０回 動的評価に基づいたコレクティブエクササイズ　プログラミング①

第１１回 動的評価に基づいたコレクティブエクササイズ　プログラミング②

第１２回 個人カルテに基づいた実践指導①

第１３回 個人カルテに基づいた実践指導②

第１４回 個人カルテに基づいた実践指導③

第１５回 実技テスト・総評

履修上の注意

備考

テキスト

参考文献 ファンクショナルトレーニング(文光堂)

評価方法
筆記試験 小テスト 出席率 実技（実習）

授業態度 提出物（レポート） その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

履正社国際医療スポーツ専門学校
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講義計画（シラバス）

学科・コース名 スポーツトレーナー 学科 パーソナルトレーナー コース 開講時期 2年 通年 単位数 2 単位

科目名 トレーニング科学
講師名 尾﨑　大輝

実務経験 ○

実務内容 フィットネスクラブにてメニュー管理、指導

講義形態 実技 必修・選択の別 必修 分野 専門実技

第１回 ガイダンス・トレーニング科学概論 第１６回 ガイダンス・前期復習

第２回 ウエイトトレーニング総論 第１７回 トレーニング負荷の選択〜マシン〜

授業概要
様々なトレーニング種目や方法、テクニックを学び、その理論的背景について理解を深める。
各動作の評価・分析に元づいたメニューの構成やプログラム作りを実践を通じて学ぶ。

到達目標
対象者の目的・現状・能力等、様々なケースに合わせ、理論的で効果のある指導を実践できるよう
になることを目標とする。

回数 講義計画 回数 講義計画

第５回 動作分析とトレーニングテクニック〜肩〜 第２０回 トレーニング負荷の選択〜バーベル〜

第６回 動作分析とトレーニングテクニック〜背中〜 第２１回

第３回 自重トレーニング総論 第１８回 トレーニング負荷の選択〜ケーブル〜

第４回 動作分析とトレーニングテクニック〜胸〜 第１９回 トレーニング負荷の選択〜ダンベル〜

第９回 動作分析とトレーニングテクニック〜体幹〜 第２４回

第１０回 ギアを用いたトレーニング〜バランスボール〜 第２５回 目的別トレーニング〜減量・ダイエット〜

第７回 動作分析とトレーニングテクニック〜腕〜 第２２回

第８回 動作分析とトレーニングテクニック〜脚〜 第２３回

第２８回 ケーススタディ

第１４回 ケーススタディ 第２９回 ケーススタディ

第１１回 ギアを用いたトレーニング〜チューブ〜 第２６回 目的別トレーニング〜姿勢・機能改善〜

第１２回 ギアを用いたトレーニング〜その他〜 第２７回 目的別トレーニング〜筋肥大・ボディメイク〜

履修上の注意

備考

ウォーミングアップと
メインエクササイズの構成

〜上肢〜

ウォーミングアップと
メインエクササイズの構成

〜下肢〜

参考文献 スターティングストレングス、肉体改造のピラミッド

評価方法
筆記試験 小テスト 出席率 実技（実習）

授業態度 提出物（レポート） その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

第１５回 前記まとめ・総復習 第３０回 後期まとめ・総復習

テキスト

第１３回 ケーススタディ

履正社国際医療スポーツ専門学校
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履修上の注意

備考

テキスト

参考文献

評価方法
筆記試験 小テスト 出席率 実技（実習）

授業態度 提出物（レポート） その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

第１３回 トレーニング指導実践②

第１４回 まとめ前半

第１５回 まとめ後半

第１０回 ファンクショナルトレーニングのプログラミング①

第１１回 ファンクショナルトレーニングのプログラミング②

第１２回 トレーニング指導実践①

第７回 下肢のファンクショナルトレーニング②

第８回 体幹のファンクショナルトレーニング①　　

第９回 体幹のファンクショナルトレーニング②

第４回 上肢のファンクショナルトレーニング①

第５回 上肢のファンクショナルトレーニング②

第６回 下肢のファンクショナルトレーニング①

第１回 オリエンテーション(授業概要・成績評価方法)

第２回 ファンクショナルトレーニングの基礎知識①

第３回 ファンクショナルトレーニングの基礎知識②　　　　　　　

授業概要
ファンクショナルトレーニングについて、理論を理解し実践すること。
トレーナーとして正しい動作を行えることを目標とし、実際にトレーナーとクライアントの立場から実
践を進め、現場を想定しながら指導力も高める。

到達目標
移行的動作評価の目的、評価手順、評価方法・評価基準を理解し、クライアントの動作の問題点を
正しく抽出し、その問題点を改善するための機能的エクササイズを処方できる力を養うことを目標
とする

回数 講義計画

○

実務内容 スポーツ関連企業でトレーナーとして指導

講義形態 実技 必修・選択の別 選択 分野 専門理論

科目名 ファンクショナルトレーニング実践
講師名 田頭　塁

実務経験

2年 後期 単位数 1 単位

講義計画（シラバス）

学科・コース名 スポーツトレーナー 学科 パーソナルトレーナー コース 開講時期

履正社国際医療スポーツ専門学校
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履修上の注意

備考

参考文献
公認アスレティックトレーナー 専門科目テキスト⑦
（アスレティックリハビリテーション）

評価方法
筆記試験 小テスト 出席率 実技（実習）

授業態度 提出物（レポート） その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

第１５回 プログラミング～コンディショニング② 第３０回
肩関節痛に対するリ・コンディショニング５－
③（コンディショニング）

テキスト

第１３回 評価～プログラミング 第２８回
肩関節痛に対するリ・コンディショニング５－
①（評価とプログラミング）

第１４回 プログラミング～コンディショニング① 第２９回
肩関節痛に対するリ・コンディショニング５－
②（コンディショニング）

第１１回 リ・コンディショニングトレーニング（上肢①） 第２６回
膝痛に対するリ・コンディショニング４－②
（コンディショニング）

第１２回 リ・コンディショニングトレーニング（上肢②） 第２７回
膝痛に対するリ・コンディショニング４－③
（コンディショニング）

第９回 リ・コンディショニングトレーニング（下肢①） 第２４回
足関節捻挫のリ・コンディショニング３－③
（コンディショニング）

第１０回 リ・コンディショニングトレーニング（下肢②） 第２５回
膝痛に対するリ・コンディショニング４－①
（評価とプログラミング）

第７回 リ・コンディショニングトレーニング（体幹①） 第２２回
足関節捻挫のリ・コンディショニング３－①
（評価とプログラミング）

第８回 リ・コンディショニングトレーニング（体幹②） 第２３回
足関節捻挫のリ・コンディショニング３－②
（コンディショニング）

第５回 クライアント評価（動的アライメント評価①） 第２０回
膝痛に対するリ・コンディショニング２－②
（コンディショニング）

第６回 クライアント評価（動的アライメント評価②） 第２１回
膝痛に対するリ・コンディショニング２－③
（コンディショニング）

第３回 クライアント評価（静的アライメント評価①） 第１８回
腰痛症のリ・コンディショニング1－③
（コンディショニング）

第４回 クライアント評価（動的アライメント評価②） 第１９回
膝痛に対するリ・コンディショニング２－①
（評価とプログラミング）

第１回 ガイダンス（授業概要） 第１６回
腰痛症のリ・コンディショニング1－①
（評価とプログラミング）

第２回 リ・コンディショニングの組み立て 第１７回
腰痛症のリ・コンディショニング1－②
（コンディショニング）

授業概要

リ・コンディショニングの流れとそれに沿った評価からコンディショニングの実践を行い、最終的に一
連の流れを組み立てられることを目的とする。
後期はコンディショニングの組み立てを各部位に合わせた実践として、発表形式で実施する。
自分で考え、プログラミングし、コンディショニングを行うことで現場で即、リ・コンディショニングを行
えるようになることを目指す。

到達目標
発症した傷害(障害)に対する基礎知識をもとに、機能回復プログラムを作成し実践指導できる力を
身に付ける

回数 講義計画 回数 講義計画

○

実務内容 スポーツ関連企業にて高齢者運動指導、パーソナルトレーナーとして指導

講義形態 実技 必修・選択の別 選択 分野 専門理論

2年 通年 単位数 2 単位

科目名 リ・コンディショニング実践
講師名 太田　悠貴

実務経験

講義計画（シラバス）

学科・コース名 スポーツトレーナー 学科 パーソナルトレーナー コース 開講時期

履正社国際医療スポーツ専門学校
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講義計画（シラバス）

学科・コース名 スポーツトレーナー 学科 パーソナルトレーナー コース 開講時期 2年 通年 単位数 2 単位

科目名 ボディメイク理論＆実践
講師名 高津　諭

実務経験

授業概要

筋生理学に基づく体づくりを理論と実技で学んでいきます
筋肥大の仕組みを理解する
エクササイズテクニックの習得
体づくりのための食事について理解する

到達目標
ボディメイクに必要な筋生理学的なトレーニングの捉え方と食育指導の知識を高めることで、心と
体の両面からの健康を追究し、クライアントの目的に応じたトレーニング指導と食育指導の実践能
力を高めることを目標とする

回数 講義計画 回数 講義計画

○

実務内容 スポーツ関連企業公認パーソナルトレーナーとしてパーソナルトレーナープログラムのアドバイザーを務める

講義形態 講義 必修・選択の別 選択 分野 専門理論

第３回 筋肥大理論〜筋収縮 第１８回 トレーニング容量を増やす

第４回 筋肥大理論〜運動単位 第１９回 種目の組み合わせ方

第１回 パーソナルトレーニング概論 第１６回 筋肥大の為のプログラミング

第２回 ボディメイク概論 第１７回 メカニカルストレスを高める

第７回 筋肥大理論〜筋肥大の仕組み② 第２２回 実技）目的別トレーニング・容量

第８回 筋肥大理論〜筋肥大の仕組み③ 第２３回 実技）目的別トレーニング・特殊テク

第５回 筋肥大理論〜筋繊維タイプ 第２０回 重さの増やし方と期分け

第６回 筋肥大理論〜筋肥大の仕組み① 第２１回 実技）目的別トレーニング・物理負荷

第１１回 実技）部位別トレーニング・背中 第２６回 ボディメイクの為の食事・筋肥大

第１２回 実技）部位別トレーニング・脚 第２７回 ボディメイクの為の食事・除脂肪

第９回 実技）部位別トレーニング・胸 第２４回 実技）目的別トレーニング・特殊テク

第１０回 実技）部位別トレーニング・肩 第２５回 ボディメイクの為の食事・筋肥大

第１５回 まとめ 第３０回 まとめ

テキスト

第１３回 実技）部位別トレーニング・腕 第２８回 ボディメイクの為の食事・除脂肪

第１４回 まとめ 第２９回 まとめ

履修上の注意

備考

参考文献 「石井直方の筋肉の科学」　「筋肥大メソッド」　「除脂肪メソッド」

評価方法
筆記試験 小テスト 出席率 実技（実習）

授業態度 提出物（レポート） その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

履正社国際医療スポーツ専門学校



〇 〇 〇

〇 〇

講義計画（シラバス）

学科・コース名 スポーツトレーナー 学科 パーソナルトレーナー コース 開講時期 2年 前期 単位数 1 単位

○

実務内容 スポーツ関連企業にて高齢者運動指導、パーソナルトレーナーとして指導

講義形態 実技 必修・選択の別 選択 分野 専門理論

科目名 　　スポーツマッサージ
講師名 太田 悠貴

実務経験

授業概要
触診技術を生かして筋・関節へのアプローチ方法を学ぶ
身体のケアの方法を学ぶ

到達目標
マッサージのの目的、効果を理解し、軽擦法・強擦法・揉捏法・叩打法などの様々な手技と手順を
実践を通して習得することを目標とする

回数 講義計画

第１回 肩甲帯の触診とアプローチ①

第２回 肩甲帯の触診とアプローチ②

第３回 肩甲帯の触診とアプローチ③

第４回 腰背部の触診とアプローチ

第５回 下肢後面の触診とアプローチ①

第６回 下肢後面の触診とアプローチ②

第７回 下肢前面の触診とアプローチ①

第８回 下肢前面の触診とアプローチ②

第９回 足部のアプローチ

第１０回 上腕へのアプローチ

第１１回 胸郭へのアプローチ

第１２回 関節モビライゼーション①

第１３回 関節モビライゼーション②

第１４回 姿勢から見る各部位の評価

第１５回 総復習

履修上の注意

備考

テキスト 運動療法のための機能解剖学的触診技術上肢、下肢・体幹

参考文献

評価方法
筆記試験 小テスト 出席率 実技（実習）

授業態度 提出物（レポート） その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

履正社国際医療スポーツ専門学校



〇

〇 〇

講義計画（シラバス）

学科・コース名 スポーツトレーナー 学科 パーソナルトレーナー コース 開講時期 2年 前期 単位数 1 単位

授業概要
ベーシックなウェイトトレーニングから競技特性を考慮した介入まで理解し、安全や傷害予防の観
点を含めた指導力習得を目指す

実務内容 パーソナルトレーナーとして競技者に指導

講義形態 実技 必修・選択の別 選択 分野 専門

科目名 ストレングス＆コンディショニング実践Ⅱ
講師名 松井宏岳

実務経験 〇

到達目標 S&Cに対する理解力とプログラム作成能力及び実践力を習得する

回数 講義計画

第１回 ガイダンス

第２回 S&Cセッションにおける安全管理

第３回 傷害予防の理解

第４回 プログラム構成①

第５回 プログラム構成②

第６回 プログラム構成③

第７回 S&C実践-上肢①

第８回 S&C実践-上肢②

第９回 S&C実践-上肢③

第１０回 S&C実践-上肢④

第１１回 S&C実践-下肢①

第１２回 S&C実践-下肢②

第１３回 S&C実践-下肢③

第１４回 S&C実践-下肢④

第１５回 実技テスト

テキスト

履修上の注意 十分に動ける服装、シューズで履修する。メモ等を取れる準備

備考

参考文献

評価方法
筆記試験 小テスト 出席率 実技（実習）

授業態度 提出物（レポート） その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

履正社国際医療スポーツ専門学校



〇 〇 〇

〇 〇

履修上の注意

備考

テキスト オリジナルプリント教材使用

参考文献

評価方法
筆記試験 小テスト 出席率 実技（実習）

授業態度 提出物（レポート） その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

第１３回 文章読解　11　　日本語表現・要約練習

第１４回 文章読解　12　　自己表現練習（主張と根拠）

第１５回 まとめ演習

第１０回 文章読解　8　　日本語表現・要約練習

第１１回 文章読解　9　　自己表現練習（主張と根拠）

第１２回 文章読解　10　　原稿用紙の使い方

第７回 文章読解　5　　日本語表現・要約練習

第８回 文章読解　6　　自己表現練習（主張と根拠）

第９回 文章読解　7　　原稿用紙の使い方

第４回 文章読解　2　　日本語表現・要約練習

第５回 文章読解　3　　自己表現練習（主張と根拠）

第６回 文章読解　4　　原稿用紙の使い方

第１回 ミニ進路ガイダンス

第２回 日本語能力テスト

第３回 文章読解　1　　原稿用紙の使い方

授業概要

就職試験や論述や大学編入学試験の論述のほか、さまざまな論文やレポートが書けるようになるための基
本日本語表現演習を行い、「正しい書き言葉で、読み手にわかりやすい文章」を書くように意識づける。
また、毎回テーマを決め、そのテーマについて”YES”または”NO”いずれかの立場に立ち、根拠が述べられる
ようになる練習も行う。

到達目標

回数 講義計画

実務内容

講義形態 講義 必修・選択の別 選択 分野 基礎

科目名 日本語表現Ⅰ
講師名 中央ゼミナール

実務経験

2年 前期 単位数 1 単位

講義計画（シラバス）

学科・コース名 スポーツトレーナー 学科 パーソナルトレーナー コース 開講時期

履正社国際医療スポーツ専門学校



〇 〇

〇 〇 〇

履修上の注意

備考

テキスト

参考文献 ５L理論・野球動作改革バッティング編・ピッチング編（ジャパンライム株式会社）

評価方法
筆記試験 小テスト 出席率 実技（実習）

授業態度 提出物（レポート） その他　（課題発表）

第１３回
トレーニング実践指導
グループトレーニング

第１４回 まとめ

第１５回 後期まとめ　課題発表

第１０回 運動現場での課題と問題点（３）

第１１回
トレーニング実践指導
パーソナルトレーニング１

第１２回
トレーニング実践指導
パーソナルトレーニング２

第７回 動作分析１－４（打動作）

第８回 運動現場での課題と問題点（１）

第９回 運動現場での課題と問題点（２）

第４回 動作分析１－１（立位姿勢）

第５回 動作分析１－２（歩・走動作）

第６回 動作分析１－３（投動作）

第１回 前期復習

第２回 動作改善と評価（１）

第３回 動作改善と評価（２）

授業概要

動作改善指導に必要な着眼点と考え方を学び指導に応用できるようにします。
動作分析～動作改善はスポーツ障害発生の予防、技術・成績の向上に不可欠でさまざまなトレー
ニング効果を効率的に引き出すことが可能になります。
運動動作の基本評価と改善法を繰り返すことで実践指導に役立つ力をつけていきます。

到達目標
身体調整法Ⅰで得た着眼点をもとに、クライアントの目的に応じたパーソナルレッスンの手法を実
践活動を通して身に付けることを目標とする

回数 講義計画

○

実務内容 身体運動塾でトレーナーとして指導

講義形態 実技 必修・選択の別 選択 分野 専門理論

科目名 身体調整法Ⅱ
講師名 田中　典

実務経験

2年 後期 単位数 1 単位

講義計画（シラバス）

学科・コース名 スポーツトレーナー 学科 パーソナルトレーナー コース 開講時期

履正社国際医療スポーツ専門学校



〇 〇

〇 〇

履修上の注意

備考

テキスト 介護予防運動トレーナー養成テキスト

参考文献

評価方法
筆記試験 小テスト 出席率 実技（実習）

授業態度 提出物（レポート） その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

第１３回 リスク管理　①

第１４回 リスク管理　②

第１５回 総復習

第１０回 高齢者筋力トレーニング理論　①

第１１回 高齢者筋力トレーニング理論　②

第１２回 高齢者筋力トレーニング理論　③

第７回 転倒予防理論　①

第８回 転倒予防理論　②

第９回 転倒予防理論　③

第４回 失禁予防理論　①

第５回 失禁予防理論　②

第６回 失禁予防理論　③

第１回 低栄養予防理論　①

第２回 低栄養予防理論　②

第３回 低栄養予防理論　③

授業概要
介護予防の各専門分野を深く学び、現場での指導に活かすことができるよう、より実践的な指導方
法を学びます。また実技指導も取り入れることで、より高い指導テクニックを身につけます。

到達目標
高齢者特有の疾患、運動特性を理解し、個々に適した運動プログラムを作成できる力を身に付け
ることを目標とします

回数 講義計画

○

実務内容 スポーツ関連企業で運動指導者として指導

講義形態 講義 必修・選択の別 選択 分野 専門理論

科目名 介護予防運動概論Ⅱ
講師名 岡本　猛

実務経験

2年 前期 単位数 1 単位

講義計画（シラバス）

学科・コース名 スポーツトレーナー 学科 パーソナルトレーナー コース 開講時期

履正社国際医療スポーツ専門学校



〇
〇

履修上の注意

備考

テキスト 健康運動実践指導者　養成用テキスト

参考文献

評価方法
筆記試験 小テスト 出席率 実技（実習）
授業態度 提出物（レポート） その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

第１３回 総合問題演習　①

第１４回 総合問題演習　②

第１５回 まとめ

第１０回 問題演習と解説　－スポーツ障害②

第１１回 問題演習と解説　－機能解剖学①

第１２回 問題演習と解説　－機能解剖学②

第７回 問題演習と解説　－運動生理学②

第８回 問題演習と解説　－発育発達・老化

第９回 問題演習と解説　－スポーツ障害①

第４回 問題演習と解説　－健康管理概論①

第５回 問題演習と解説　－メディカルチェック

第６回 問題演習と解説　－運動生理学①

第１回 ガイダンスと実力テスト

第２回 実力テストの解説①

第３回 実力テストの解説①

授業概要
財団指定のテキストを用い、運動生理学や機能解剖学などの基礎知識を再確認しながら、資格取
得に向けての問題を解いていく。加えて、テキストレベルに留まることなく、実際の現場に応用でき
るような知識や考え方を学ぶ

到達目標
健康運動実践指導者筆記試験に向けて、テスト形式で出題と解説を繰り返しレベルアップを図るこ
とを目標とする

回数 講義計画

実務内容

講義形態 講義 必修・選択の別 選択 分野 専門理論

科目名 健康運動実践指導者試験講座
講師名 照屋　博康

実務経験

2年 後期 単位数 1 単位

講義計画（シラバス）

学科・コース名 スポーツトレーナー 学科 パーソナルトレーナー コース 開講時期

履正社国際医療スポーツ専門学校



〇 〇

〇

履修上の注意

備考

テキスト 資料配布

参考文献 三輪書店　レッドコードニューラックマニュアル

評価方法
筆記試験 小テスト 出席率 実技（実習）

授業態度 提出物（レポート） その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

第１３回 ケーススタディ②

第１４回 実技まとめ

第１５回 筆記まとめ

第１０回 ウイーク・リンク・テスト③

第１１回 段階的負荷法

第１２回 ケーススタディ①

第７回 頸部に対するモビリティエクササイズ

第８回 ウイーク・リンク・テスト①

第９回 ウイーク・リンク・テスト②

第４回 下肢に対するモビリティエクササイズ

第５回 上肢に対するモビリティエクササイズ

第６回 体幹に対するモビリティエクササイズ

第１回 レッドコードセオリー①

第２回 レッドコードセオリー②

第３回 レッドコードセオリー③

授業概要
レッドコードの特性や理論を十分に理解させる。また、基礎的なレッドコードの使用方法をはじめ、
関節モビライゼーションのセッティング方法、高齢者に対するトレーニング方法を実践できるように
実技を行う。

到達目標
レッドコードの目的、効果を理解し、機能的な神経筋トレーニング、スポーツパフォーマンスの向
上、リハビリテーションといった目的に対して、効果的な運動プログラムを作成できる力を身に付け
ることを目標とする

回数 講義計画

実務内容

講義形態 実技 必修・選択の別 選択 分野 専門実技

科目名 レッドコード演習
講師名 橋本　学

実務経験

2年 後期 単位数 1 単位

講義計画（シラバス）

学科・コース名 スポーツトレーナー 学科 パーソナルトレーナー コース 開講時期

履正社国際医療スポーツ専門学校



〇 〇

〇

備考

テキスト

参考文献 図解YOGAアナトミー（アーサナ編）

評価方法
筆記試験 小テスト 出席率

第１４回 プロップスピラティス体験

第１５回 まとめ②

履修上の注意

実技（実習）

授業態度 提出物（レポート） その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

第１１回 バレルピラティス体験

第１２回 マシンピラティス体験（南森町スタジオ）

第１３回 プロップスピラティス体験

第８回 まとめ①（実技テスト）

第９回 マットピラティスおさらい

第１０回 プロップス(小道具)、マシンを使ったピラティスとマットピラティスの違い

第５回 ヨガのプログラミング①

第６回 ヨガのプログラミング②

第７回 総復習

第２回 ヨガの歴史・ヨガポーズ①（座位）

第３回 ヨガポーズ②（臥位）

第４回 ヨガポーズ③（立位）

到達目標
ヨガの歴史を理解し、フィットネスでの適切なヨガ指導、デモストレーションができることを目標とする。また、ピ
ラティスはマットだけでなく様々なイクイップメントを使用するエクササイズであることを知り、自ら実践するとと
もに、指導の精度を高める。

回数 講義計画

第１回 オリエンテーション（授業概要・成績評価方法）

科目名 スタジオエクササイズ特講
講師名 杉山匡人　/　辻本智子

実務経験

授業概要
スタジオエクササイズの種目である「ヨガ」と「ピラティスエクササイズ」の経験をすること。ヨガは1～
8回目、ピラティスは9～15回目に実施する。

実務内容

講義形態 実技 必修・選択の別 選択 分野 専門実技

2年 後期 単位数 1 単位

講義計画（シラバス）

学科・コース名 スポーツトレーナー 学科 パーソナルトレーナー コース 開講時期

履正社国際医療スポーツ専門学校



〇 〇 〇

〇

履修上の注意

備考

テキスト

参考文献 障がい者スポーツ指導教本（ぎょうせい）、全国障がい者スポーツ大会競技規則

評価方法
筆記試験 小テスト 出席率 実技（実習）

授業態度 提出物（レポート） その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

第１３回 障害者との交流の事例と効果

第１４回 障害に応じたスポーツの工夫（1）

第１５回 障害に応じたスポーツの工夫（2）

第１０回 全国障害者スポーツ大会の障害区分

第１１回 障害に応じたスポーツの工夫

第１２回 最重度の障害者のスポーツの実際

第７回 全国障害者スポーツ大会

第８回 全国障害者スポーツ大会選手団の編成とコーチの役割

第９回 全国障害者スポーツ大会競技種目の指導法

第４回 障害の理解とスポーツ

第５回 安全管理

第６回 指導上の留意点

第１回 障害者福祉施策

第２回 ボランティア論

第３回 障害者スポーツの意義と理念

授業概要
身体障がい者、知的障がい者、精神障がい者の種類と特徴を把握し、障がいに応じたスポーツの
工夫を実践する。また、障がい者スポーツの意義、理念を理解し障がい者スポーツ指導者として幅
広い視野で社会に貢献できる人材を育成することを目標とする。

到達目標
障がいの種類や程度を理解し、それぞれに適したスポーツやレクリエーションを提供できる仕組み
や社会環境にについての理解を深めることを目標とする

回数 講義計画

実務内容

講義形態 講義 必修・選択の別 選択 分野 専門理論

科目名 パラスポーツ概論
講師名 田村　亜紀

実務経験

2年 後期 単位数 1 単位

講義計画（シラバス）

学科・コース名 スポーツトレーナー 学科 パーソナルトレーナー コース 開講時期

履正社国際医療スポーツ専門学校


